
 

日本の出生における月日選好 

 Date Preferences of Live Births of Japan  

 

坂井博通（埼玉県立大学） 

Hiromichi SAKAI（Saitama Prefectural University） 

 

1.はじめ 

 「出産の医療化」に伴い、出生の曜日別、時刻別の偏りが指摘されている。たとえば、平

日・9～17時の出産の集中である。妊産婦の安全を考慮するという大義、出産技術の進展・

効率化による必然の動きであろう。欧米でも同様な傾向が見られている。他方、自由経済の

進展、避妊により出産がコントロール可能となったことのほか、「個人化（Individuation）」

の発展は、出生数の規範を緩め、出生数と時期の自由な決定を促進している。そもそも出産

をしないという選択肢が常識となったり、生物としての自然な出産ファーストより自分都

合の出産も当たり前になった。 

 さて、医療側から見た曜日・時刻別出生の特徴はこれまで多く研究されてきたが、出産を

行う側がどのように出産時期を決定するかという視点での分析は少なかった。そこで、出産

側の出生時期に関する意識的あるいは無意識的選好を明らかにしたい。 

2.方法 

 1996年～2023年の厚生労働省人口動態統計「出生数，出生の場所・出生月・出生日・出

生時別」（Estatから）を利用して、月日別出生数の差異、その年次変化を観察する。 

3.結果 

① 子育てを考えての特異日の忌避（4月 1日、2月 29日） 

② ぞろめ月日の選好（7月 7日・8月 8日の選好） 

③ 縁起かつぎの選好（13日金曜日の忌避（図 1，図 2）、大安日の出生増の可能性） 

④ 月末日の出生の減少 

4.考察 

特定の出生日の顕著な特徴は、出産者側の選好だけでなく、医療者側の選好も反映してい

る可能性もある。医療従事者や出産経験者への意識調査で、理由の実態を調べる必要がある。 
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